
S153-P023 会場: ポスター会場 時間: 5月 16日

茨城・房総半島沖におけるエアガン・ダイナマイトを震源とした地殻構造探査

Seismic survey in the off Ibaragi and the off Boso Peninsula region using ocean bottom
seismometers, air-guns and explosives
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日本海溝には東側から太平洋プレートが沈み込んでおり、これに伴う地震活動も活発である。日本海溝南部の茨城沖
では、約２０年間隔で繰り返しマグニチュード７クラスの地震が発生しており、地震の震源域とプレート境界域の形状、
不均質構造に相関があることがわかってきた [Mochizuki et al., 2008]。また、房総半島沖は、相模トラフからフィリピン
海プレートが太平洋プレートの下へ沈み込む領域であり、複雑な構造であることが予想される。これまで、茨城・房総
半島沖では、地殻構造探査や反射法地震探査が行われてきたが、この領域の構造が複雑なこともあり、深部の詳細な不
均質構造は得られていない。プレート境界域がどのような形状をしているのか、フィリピン海プレートが太平洋プレー
ト下でどのようになっているのかを知ることは、この領域で発生する海溝型地震の発生様式を検討する上でも重要であ
る。そこで、我々は２００８年の秋に、房総半島・茨城沖の海域で、海底地震計とエアガンおよびダイナマイト発破に
よる人工震源を用いた構造探査実験を実施した。
構造探査実験は短期観測型海底地震計３７台と文部科学省委託研究「日本海溝・千島海溝周辺の海溝型地震に関する

調査研究」で設置した長期観測型海底地震計５０台、合計８７台の海底地震計を受信点とし、ダイナマイト発破を行っ
た全長４００ｋｍのメイン測線を含む、７本の海溝軸に平行な測線で実施された。メイン測線の発破作業は２００８年
９月に第７海工丸により実施した。また海洋研究開発機構所属の「白鳳丸」により、全測線において、２～４台のエア
ガンを４０秒～６０秒間隔で発振を行った。実験に使用した海底地震計は全台回収され、データ処理を行い、レコード
セクションを作成した。
海底地震計で得られた発破記録を見ると震央距離２００ｋｍ程度まで初動を確認することが出来る。また、初動の見

かけ速度が大きく変化する。これは、複雑な海底地形や、地殻構造を反映していると考えられる。震央距離約１００ｋ
ｍ以遠では、見かけ速度が８ｋｍ／ｓを超える相を初動として見ることが出来る。これは沈み込む太平洋プレートの最
上部マントルを通過してきた相と考えられる。さらに深部からの反射波と考えられる後続波も見ることが出来る。


